
環境・リサイクル分野

現状・背景 研究（実用化）開発のポイント・先進性

研究（実用化）開発の目標

浜通り地域への
経済波及効果（見込み） これまでに得られた成果 開発者からの浜通り復興に

向けたメッセージ

　福島県浜通り地域は、南北に小
名浜港、相馬港を備え広域物流と
しての優位性があると考えていま
す。この優位性をうまく活かして、
リサイクルの広域処理の拠点、近
隣事業者の連携体制を構築するこ
とが可能になれば、復興はもちろ

んのこと、将来世代への浜通り地域の発展の礎と
なります。この取組みは、国や地方自治体、多く
の企業、住民の皆様とあらゆる方面から応援をい
ただいており、実現に向けて着実に前進している
と実感できています。今後もご支援のほどよろし
くお願いいたします。

株式会社高良
常務取締役

環境事業部長
高橋秀行

　ＰＶガラスリサイクルに関しては、カ
レットでのマテリアルリサイクルには
ロット管理や成分表添付等の体制作りが
重要であることが判明しました。また、
ケミカルリサイクルを志向した場合、加
熱処理によりナトリウムを除去すること
によりセメント化が可能であることが確
認できました。ただし、大型装置での操
業には、技術的課題が残りました。
　小型家電に関しては、高度選別の組合
せ条件の最適化を行いました。今後さら
に回収効率を向上させるためには、選別
機の前処理としての破砕工程が鍵である
ことが判明しました。

　本取組みの狙いは、スマートエコパー
ク構想で期待されている核となるリサイ
クル事業の礎を形成することです。これ
らの活動は、地域復興を促すとともに、
帰還時に発生する廃棄物などのリサイク
ルや処理の受け皿としての機能を果たす
ものと期待しています。
　さらに、本地域で多種多様な対象物の
リサイクル事業を発展させ、リサイクル
事業のコンビナート化を図ることによ
り、福島県浜通りに日本で先端的な総合
リサイクル拠点の構築も可能になり、帰
還住民の雇用の創出に役立つと考えてい
ます。

　PV ガラスのケミカルリサイクルにおいて、カルシウ
ムを添加して加熱処理し、その後水洗処理することに
よりセメントの忌避成分であるナトリウムを除去できる
ことが確認できました。セメント需要は年間 4000 万 t
であり、その内の 20% 超がガラスの主成分であるシリ
カです。シリカの需要は極めて大きいといえます。
　小型家電リサイクルで
は、破砕工程でスクリー
ンサイズの条件を、また
選別工程で高磁力選別
機、エアテーブル、渦電
流選別機の組合せで最適
な組合せ条件を探索しま
した。組合せ条件は多数
あり、網羅することはで
きないまでも、スクリー
ンサイズの各選別機、回
収品位に与える影響など
を確認できました。

　浜通り地域でリサイクル事業を開始します。特
に、PV については 2020 年に事業を開始し、ま
ずは売上高 1,000 万円を目指し、段階的に施設増
強することで静脈物流の開拓および安定化を図っ
ていきたいです。小型家電リサイクルに関しても、
高効率化を図り排出状況と利益採算性を見て事業
化のタイミングを見極め、廉価家電もリサイクル
ルートに乗るスキームを構築していく計画です。

　本事業では、太陽電池パネル（以下ＰＶ）お
よび小型家電を対象に、リサイクルスキームの
開発に取組んできました。ＰＶについては、解
題となるのが重量の７割を占めるガラスリサイ
クルの手法を確立し静脈物流が滞留しないこと
を主眼に、また、小型家電は経済的な観点から
高度選別による貴金属回収率の向上を重点に実
施しました。

総合リサイクルセンターの処理スキーム開発

実施期間：2016年度～ 2018 年度　実用化計画開発実施場所：南相馬市、大熊町

　資源の少ない日本において、循環型社会の実現や資源効率の最大化は、持続可能社会を形成するために必要不
可欠です。今後の静脈産業のあり方として、動脈産業の状況を的確に捉え、新商品・新素材のリサイクル技術を
提案し続けることが重要と考え、静脈スキームが確立されていない先端素材等や有用金属の回収が十分ではない
廃棄物等を対象に、浜通りに高効率資源化の拠点を作ることを目標に技術開発します。
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　CFRP 市場は急成長し、近い将来には関連廃棄
物の埋め立てが社会問題化すると予測されます。
福島県においても、水素利活用やロボット産業に
力を入れる方針であり、これらには CFRP は必
要不可欠な素材なことから、関連廃棄物発生量の
増加が見込まれます。産業廃棄物処理会社である
弊社が CFRP 関連廃棄物を含めた様々な廃棄物
処理、リサイクルを請け負うことで、県内企業の
新規事業をサポートできると考えます。また、回
収 CF の利活用を提案することで新商品の開発へ
の協力、新たな産業創出さらには CF 循環型タウ
ンが生まれることも期待しています。

株式会社クレハ環境　担当課長代理　小倉伸夫　平成 28・29 年度の 2 年間で様々な
CFRP 関連廃棄物に対応可能と思われる
技術を選定しました。また、技術実証設
備の導入および処理条件の見直しで、廃
棄物から回収した CF を用いて製品加工
まで可能であることを確認しました。実
際に製品製造会社で使用されるには「成
形方法や目的に合った中間基材」「成形
品での基礎物性」等の要求があったた
め、2 種類の中間基材さらに成形品を試
作し、基礎物性の評価および用途検討を
行いました。さらにサンプル製品を試作
してユーザーアンケートを実施し、製品
販売化についても確認しました。

　CF リサイクルの福島県浜通り地域で
の事業化は、福島イノベーション・コー
スト構想の一つであるスマートエコパー
ク構想において、その一翼を担い、福島
県浜通り地域の産業復興に貢献すること
ができます。また、CFRP 廃棄物の収集
運搬およびプラントの運営管理、リサイ
クル CF の販売という新たな雇用が創出
されます。さらに、回収 CF は県内での
産業集積が図られているドローン等のロ
ボット産業用の部材への応用や次世代材
料の基盤材料への期待もでき、福島県浜
通り地域での新たな産業創出につながる
可能性があります。

　まずは技術実証設備にて CF 回収技術を確立
させます。回収物を有益に活用させるために、
有識者および関連企業等と連携して用途検討・
リサイクルシステム構築などを進め、2020 年
を目標に福島県浜通り地域での実証プラントに
よる実用化を図ります。本格的な事業化の際に
は、2,000t/y の処理を想定（見込 : 売上 7 億円、
雇用者数 20 人）しています。

　CFRP は高耐久性・高安定性であるため 一般的な処理を適用する
ことが難しいです。CFRP 関連廃棄物から CF を回収するリサイクル
の場合、形態・形状・混合物などの問題に加え、樹脂の除去および分
離技術の開発がポイントとなります。CF 回収技術はいくつか存在す
るが、廃棄物への汎用性が低く、一部の工程端材に限定されたリサイ
クルが行われているだけで、本格的な実用化はされていません。本研
究は CFRP 関連廃棄物に対する汎用性を重視した処理を目指し、回収
CF を原料とした試作および物性評価を行いました。また、成形会社等
との意見交換を開発にフィードバックして実用的な処理プロセスの構
築を目指します。

　炭素繊維強化プラスチック（以下、CFRP）
に使用されている炭素繊維（以下、CF）は、軽量・
高強度という特性を活かして多方面の用途に使
用され、その市場が急拡大しています。同時に、
CFRP 関連での製造工程端材・廃材および使用
済み廃材の発生量も増加傾向にあるため、この
廃棄物処理が国内外で課題となっており、リサ
イクル技術の確立が急務となっています。

炭素繊維リサイクル技術の実証開発

実施期間：2016年度～ 2018 年度　実用化計画開発実施場所：いわき市

　近年、様々な分野で使用されているカーボン製品には炭素繊維が使用されています。この炭素繊維の市場拡大
に伴い、関連廃棄物の発生量も大幅に増加しています。しかし、これら廃棄物は硬く燃えにくいことから処理困
難で、大半が埋立処分されています。そこで、炭素繊維を含む廃棄物から炭素繊維を回収し、さらには新たな用
途開発へ繋げることを目的に、炭素繊維の実用的なリサイクル技術の確立・実証開発を行います。
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2018年度版　浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト　　福島県地域復興実用化開発等促進事業




